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がん対策と地域医療対策

がん対策

• がん対策基本法

• がん対策推進協議会

• 県がん対策推進協議会

• 県がん診療連携協議会

• がん対策予算

• 国計画の中間評価

• 県計画の中間評価へ

• 次期計画へ

地域医療対策

• 税・社会保障の一体改革

• 社会保障制度改革国民会
議報告書

• 医療法改正

• 病床機能報告制度

• 地域医療構想（ビジョン）
（医療計画の一部）

• 地域医療構想調整会議

• 医療介護総合確保基金

• 次期地域医療計画へ
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↑がん・国の中間評価

↑がん・県の中間評価
↑がん・県の次期計画策定

出典：地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会資料（一部、改変）
http://www.mhlw.go.jp/file/05‐Shingikai‐10801000‐Iseikyoku‐Soumuka/0000058286.pdf

医療計
画策定
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出典：第7回地域医療構想策定ガイドライン等に関する検討会資料 5

地域医療計画実践コミュ
ニティー ガイドライン

○地域医療計画実践コ
ミュニティー（RH‐PAC）

○東大公共政策大学院
医療政策教育・研究ユ
ニットが実施する医療
政策実践コミュニティー
（H‐PAC）の修了生らによ
る協働作業

○患者・住民／政策立
案者／医療提供者／メ
ディアの4つの立場の約
100人
○2014年12月に完成
○47都道府県、全国保
健所、全市町村に配布
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RH‐PACガイドラインの策定体制と成果物

地域医療を動かす

RH‐PAC
趣旨と
考え方 RH‐PACガイドラインの全体像
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最終的に
は40県

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/12_2_1.pdf

●2015年2月厚労省
地域医療構想策定
ガイドライン

●2012年3月
厚労省医政局長通知
厚労省課長通知

●2014年12月
地域医療計画実践コミュニティー
ガイドライン

●2015年4月～
47都道府県
地域医療構想策定

●2017年度
47都道府県
次期医療計画策定

●2013年
都道府県
地域医療計画

が
ん
計
画

が
ん
計
画

が
ん
計
画

PDCAの基本コンセプト
SPO指標
患者住民参加のプロセス

誤解されたPDCA
少ないPO指標
形式的な患者住民参加

明確なPDCAコンセプト
施策・指標マップ
患者住民参画の必須化

が
ん
計
画

地域医療計画の一部
将来需要に応じた病床転換
協議の場／調整会議

地域の将来需要に応じた調整
地域医療計画のPDCAと策定プロセス

明確なPDCAコンセプト
施策・指標マップ
患者・住民の十分な参画

■ガイドラインや計画 ■カバー範囲のイメージ図 ■特色／ポイント
各
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
計
画
の
関
係
性
イ
メ
ー
ジ
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地域医療を動かす

RH‐PAC
プロセス
ガイドライン 10のステップ

• S‐1 策定の体制の整備
• S‐2 基本方針の策定
• S‐3 既存施策の策定
• S‐4 データの収集と分析
• S‐5 医療提供者の意見の聴取
• S‐6 住民等の意見の聴取
• S‐7 施策の作成
• S‐8 評価指標の作成
• S‐9 審議会等での検討
• S‐10 計画のとりまとめ

9

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/12_2_3.pdf

地域医療を動かす

RH‐PAC（解説）PDCA体系図と用語集

・「PDCAと指標」は敷居が高く、一定の研修を、すべての立場に実
施することが必要。そこで、PDCAの体系図／用語解説を添えた。
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PDCA
と指標

出典：市民医療協議会、『患者アドボカシーカレッジ 第3章 政策立案と評価のときに』
（一部改変）

PDCAもどき

真のPDCA

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/12_3_A.pdf



地域医療を動かす

RH‐PAC「PDCAもどき」「真のPDCA」（1）
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PDCA
と指標

緩和ケア
研修を実
施する

緩和ケア
臨床を行

う

緩和ケア
の質が
高い

痛みが減少
する

患者に意味がある？

例１：緩和ケア分野

指標
指標

指標
指標

PDCAもどき（手段が目的化）
・緩和ケア研修を10回開催する計画。結果は10回開催で達成した。
・好評だったし、来年はさらに目標を上げて12回開催したい。

・緩和ケア研修は、患者の痛みを減少すること、緩和ケアの質が
高いことにつながったか。

・効果があったらもっと頑張ろう。なかったら、もっと効果をもたらす
施策がないか、考えよう。

真のPDCA（目的の達成を追い続ける）

医療者に意味がある？

汗
を
か
く
な
ら
、
意
味
あ
る
汗
を

例：痛みを2割減らす
例：回数を2割増やす

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/12_3_A.pdf

地域医療を動かす

RH‐PACマップ活用 10のポイント
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①分野アウトカム
から考える

PDCA
と指標

②それに結びつ
く中間アウトカム

③あるべき指標

④それに結びつ
く施策候補

⑤中間アウトカ
ム効果で優先付

⑦全体を何度か
見直す

⑥つながりを確
認する

⑧ないデータは
開発を検討

⑨情報源は医療
データと患者調査

⑩数値目標は現状
値を把握してから

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/12_3_A.pdf



地域医療を動かす

RH‐PAC
施策・指標マップ
（③がん医療）
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番号 A個別施策 指標 番号 B中間アウトカム 指標 番号 C分野アウトカム 指標

1
放射線療法および化学
療法、手術療法の推進

各種指導管理
料、加算の取得
割合

2

クリティカルパス、レジメ
ン管理などの普及に向け
た施策

医療機関でのパ
ス、レジメンの実
施率

1
がんの治療成績が向上
する

がんの生存率、
合併症発生率な
ど

3
臨床試験・治験・先進医
療の推進

臨床試験・治
験・先進医療の
実施状況

4
科学的根拠に基づく標準
治療の実施の推進

標準治療の実
施割合、治療実
績

5

キャンサーボードやチー
ムによる多職種での診療
方針検討の推進

キャンサーボー
ドの開催・活動
状況、多職種連
携実績

2
標準治療が普及し安全
に実施される

標準治療の実施
率、診療ガイドラ
インの実施率な
ど

1
安心で安全な質の高い
医療が提供できる

生存率、患者満
足度調査

6

インフォームドコンセン
ト、セカンドオピニオンな
どの推進

インフォームドコ
ンセントの実施
状況、患者満足
度

7
専門職種の人材育成と
教育研修の推進

専門医、専門看
護師、認定薬剤
師などの配置実
績

8

心のケア、医科歯科連
携、緩和ケア、小児、在
宅などチーム医療推進

チーム医療の活
動実績

3

がん診療を担う専門職種
が養成されチームでの診
療を実践している

専門職種の養成
数、従事する
数、チームの活
動実績

9
在宅医療および連携の
推進

紹介／逆紹介
率、在宅移行
率、地域連携パ
ス導入率

がん

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/13_4_01.pdf

地域医療を動かす

RH‐PAC
施策・指標マップ
（④緩和ケア）
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番号 A個別施策 指標 番号 B中間アウトカム 指標 番号 C分野アウトカム 指標

1

がん診療に携わる全て
の医療従事者が緩和ケ
アの知識と技能の習得

研修受講修了
者数、除痛率、
医療用麻薬消
費量など

2

住民・社会に向けた緩和
ケアに関する正しい理解
の促進

緩和ケア、医療
用麻薬、看取り
に関する理解

1
緩和ケアに関する正しい
知識が普及する

緩和ケアの認知
度、患者調査、
住民意識調査

3

緩和ケアを専門とする職
種の育成と人材確保の
取り組み

緩和ケアの専門
技能を取得した
各職種の人数、
体制

4

治療の初期段階からの
緩和ケアを提供する緩和
ケアチーム設置推進

緩和ケアチーム
の設置状況、活
動状況調査

5
緩和ケア実施施設にお
ける緩和ケアの充実

緩和ケア病棟・
外来、緩和ケア
チームの設置・
活動状況

2

がんと診断された時期か
ら緩和ケアを受けられる
体制が構築される

緩和ケアチー
ム、緩和ケア提
供体制調査

1

がんと診断された時期か
ら全てのがん患者が緩
和ケアを受けられる

緩和ケアに関す
る満足度

6
在宅医療、在宅緩和ケア
の推進

在宅緩和ケアへ
の移行、緩和ケ
アの連携（紹介
率など）

7

地域の緩和ケアに関す
る情報提供と相談支援
の充実

緩和ケアに関す
る情報の整備状
況、活用状況

8 グリーフケアの充実
グリーフケアに
関する満足度

3

地域における緩和ケアの
提供体制や連携が充実
する

在宅死亡率

がん

出典：http://www.pp.u‐tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014‐10‐12/d/13_4_01.pdf
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県

地域医
療構想

PDCAサ
イクル

施策指
標マップ

ベンチ
マークC

病床機
能報告

知事権
限

基金

地域医療対策協議会
県がん診療連携

協議会
県がん対策推進

協議会

各部会
政策
部会

各部会

事
務
局

分科会 圏域会議
調整
会議

がん対策／がん計画 地域医療対策／地域医療計画

県民・住民・患者・医療介護現場

がん対策と地域医療計画の相乗効果を

まとめ

がん対策から地域医療対策への貢献
地域医療対策からがん対策への貢献
2025年がん医療介護最適体制とのギャップは？
（医療資源の確保と再配置）

プロセス指標とアウトカム指標を活用したアウト
カム評価のよるPDCAサイクルの確立

当連携協議会の地域医療構想、次期医療計画
がん部分、次期がん計画への貢献
今後のカレンダーを意識した協議会活動
環境を踏まえた県がん計画の中間評価
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